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基礎看護学演習Ⅱ 浅野　美礼 他

Practice in Science of Nursing Education and Fundamental Nursing Ⅱ 　

2 後期 月曜･２時限 月曜･７時限 看護教育学・基礎看護学領域／１年次

　 演習 選択科目

該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】保健・医療・福祉の現場において独創的な観点で研 看護保健医療に関する文献レビューを通じて有意義な臨床疑問
究を推進する能力を有する。 とその解決への道筋を設定することができる。

⇔

(2)授業の概要 自身が関心を持つ研究課題に応じた研究を遂行するために必要な研究計画書を作成までの方法を学びま
す。
本授業では担当教員の保健・医療分野における研究実務経験を活かして講義や学習支援を行います。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

臨床の看護実践に資する研究課題を設定し、適切な研究計画書を作成できる能力を養う。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

臨床の看護実践に資する技術あるいはシステムに関する研究課題を設定できる。
研究課題に関連する倫理的な問題を検討することができる。
研究課題を明らかにできる適切な研究計画書を作成できる。

(5)授業計画 実施日時については、学生と相談のうえで決定します。

第 1回　オリエンテーション（浅野）
第 2回～第 5回　文献レビューと臨床疑問の設定（浅野）
第 6回～第 9回　臨床疑問から研究疑問への昇華と精錬（浅野）
第10回～第14回　研究デザインの検討と倫理的配慮（浅野）
第15回　まとめ　授業アンケート（浅野）

(6)授業の進め方 各自が予習した内容をプレゼンテーションし、その後に受講生と教員とでディスカッションする形式で
進めていきます。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

【事前学習】プレゼンテーションをする学生は、発表する内容について十分に準備して臨んで下さい。
【事後学習】プレゼンテーションや討論で得られた知見をもとに、学習内容を深めてください。

(8)成績評価の方
法

プレゼンテーション（25%）、ディスカッション（25%）、作成した研究計画の達成度（50%）について総
合的に評価します。

(9)成績評価の基
準

判定基準は、90-100点(秀)、80-89点(優)、70-79点(良)、60-69点(可)、60点未満(不可)とします。

①問題の設定が適切である
②その問題の背景を説明できる
③その問題にある課題を指摘できる
④課題に関して自分の見解を論理的に説明できる
⑤課題を明らかにするための適切なデザインを説明できる
以上の5項目を満たし、さらに教員を感心させるレベルにあれば「卓越している」、5項目を満たしてい
れば「かなり上にある」、4項目を満たしていれば「やや上にある」、3項目を満たしていれば「水準に
ある」と評価します。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

随時対応します。事前にメールで連絡してください。
保健学科中校舎4階　浅野研究室
millet@shinshu-u.ac.jp

【テキスト，教
材，参考書】

適宜、指示します。


